
〝
谷
根
千
（
や
ね
せ
ん
）〞
の
ひ
と
つ
と
し
て

知
ら
れ
、
東
京
の
下
町
風
情
が
感
じ
ら
れ
る

場
所
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
上
野
に
寛
永
寺
が
創
建
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
う
寺
院
の
建
立
や
幕
府
の
政
策
に

よ
り
神
田
付
近
か
ら
多
く
の
寺
院
が
集
め
ら

れ
、
谷
中
は
門
前
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
震
災
や
戦
災
の
影
響
が
比

較
的
少
な
か
っ
た
た
め
、
今
で
も
昔
な
が
ら

の
ま
ち
並
み
や
建
造
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
伝
統
工
芸
の
店
や
博
物
館
、
個
性

的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
集
ま
り
、
こ
れ
ら
を
巡

り
な
が
ら
散
策
す
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
る
古
い
ま
ち
並

み
、
小
さ
な
お
店
を
の
ぞ
き
な
が
ら
レ
ト
ロ

東
京
の
代
表
的
な
観
光
地
が
集
ま
る
台
東

区
。
都
内
最
古
の
寺
院
と
し
て
年
間
約
３
０

０
０
万
人
も
の
人
が
訪
れ
る
浅
草
寺
、
美
術

館
や
博
物
館
が
集
ま
る
上
野
な
ど
、
区
内
に

は
歴
史
や
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
上
野
の
桜
ま
つ
り
や

浅
草
神
社
の
三
社
祭
、
入
谷
朝
顔
ま
つ
り
、

浅
草
寺
ほ
お
づ
き
市
、
鷲
神
社
の
酉
の
市
な

ど
１
年
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

に
ぎ
わ
い
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

古
い
ま
ち
並
み
が
残
る
谷
中

上
野
や
浅
草
と
は
異
な
る
雰
囲
気
を
持
つ

谷
中
も
観
光
客
に
人
気
の
地
域
で
す
。
谷
中

は
、
谷
中
・
根
津
・
千
駄
木
を
総
称
し
た

江戸時代に築造された観音寺の築地塀。土と瓦を交互に
積み重ねて作った土塀に屋根瓦をふいためずらしいもの
で、江戸の風情が感じられ、人通りが絶えるとまるで江
戸時代にタイムスリップしたよう

台
東
区
の
観
光
地
と
言
え
ば
上
野
や
浅
草
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
魅
力
的
な
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
谷
中
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
る
古
い
ま
ち
並
み
が
残
り
、

レ
ト
ロ
な
東
京
を
発
見
で
き
ま
す
。
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う
寺
院
や
文
化
施
設
、

活
気
あ
ふ
れ
る
商
店
街
な
ど
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
谷
中
を
紹
介
し
ま
す
。

魅
力
い
っ
ぱ
い
谷
中
そ
ぞ
ろ
歩
き

　
　
〜
ゆっ
た
り
と
し
た
時
間
を
感
じ
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

台
東
区
の
観
光
地
と
言
え
ば
上
野
や
浅
草
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
魅
力
的
な
場
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

台
東
区
の
観
光
地
と
言
え
ば
上
野
や
浅
草
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
魅
力
的
な
場
所
が

レ
ト
ロ
な
東
京
を
発
見
で
き
る
ま
ち
〜

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

台東区台東区

魅
力
的
な
観
光
地
が
集
ま
る
台
東
区

JR

ＪＲ総武本線ＪＲ総武本線ＪＲ総武本線ＪＲ総武本線ＪＲ総武本線

都営大江戸線

東京メトロ銀座線

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

京
成
本
線

都
営
浅
草
線

東
武
伊
勢
崎
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

日暮里駅

谷中

根津駅

千
駄
木
駅
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不
動
（
瀧
泉
寺
）・
湯
島
天
神
（
湯
島
天
満

宮
）
と
並
び
〝
江
戸
の
三
富
〞
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
盛
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

寛
永
寺
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
浄
名
院
は
江

戸
時
代
に
建
立
さ
れ
、
約
２
万
体
を
数
え
る

石
の
地
蔵
が
並
ん
で
い
ま
す
。
旧
暦
の
８
月

15
日
に
は
「
へ
ち
ま
供
養
」
が
行
わ
れ
、
こ

の
日
に
境
内
に
あ
る
へ
ち
ま
地
蔵
に
祈
願
す

る
と
咳
、
喘
息
に
効
用
が
あ
る
と
さ
れ
、
全

国
か
ら
の
参
詣
者
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

一
方
、〝
瘡
守
稲
荷
〞
と
し
て
江
戸
中
期

よ
り
祀
ら
れ
、
疱
瘡
、
皮
膚
病
を
治
す
ご
利

益
で
知
ら
れ
た
の
が
大
圓
寺
で
す
。
江
戸
の

三
大
美
人
と
謳
わ
れ
た
茶
屋
、
鍵
屋
の
看
板

娘
「
お
仙
（
お
せ
ん
）」
を
錦
絵
の
開
祖
、

鈴
木
春
信
が
描
い
た
こ
と
を
記
し
た
碑
や
、

永
井
荷
風
が
建
立
し
た

「
笠
森
阿
仙
乃
碑
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
「
谷
中

菊
ま
つ
り
」
も
有
名
で
、

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま

す
。そ

の
ほ
か
に
も
谷
中
に

は
、
明
治
初
期
の
日
本
画

家
、
狩
野
芳
崖
の
墓
所
が

あ
る
長
安
寺
や
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
政
治

家
、
山
岡
鉄
舟
が
建
立
し
、
落
語
家
の
三
遊

亭
円
朝
の
墓
所
が
あ
る
全
生
庵
な
ど
の
寺
が

あ
り
ま
す
。

全
生
庵
に
は
、
江
戸
の
絵
師
、
円
山
応
挙

の
幽
霊
画
が
あ
り
、
毎
年
８
月
に
は
怪
談
、

人
情
話
を
得
意
と
し
た
円
朝
を
偲
ぶ
「
円
朝

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
寄
席
の
ほ
か
、
有

名
画
家
に
よ
る
幽
霊
画
が
多
数
集
ま
り
公
開

さ
れ
ま
す
。

寺
院
以
外
に
も
、
ア
ー
ト
の
ま
ち
で
も
あ

る
谷
中
に
は
、
気
軽
に
の
ぞ
け
る
お
し
ゃ
れ

な
ア
ト
リ
エ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
博
物
館
な
ど

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
古
い
ま
ち
並
み
に
と

け
こ
ん
だ
芸
術
空
間
を
ぶ
ら
り
と
訪
れ
て
み

る
の
も
谷
中
散
策
の
魅
力
で
す
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
日
本
近
代
彫
塑
の
基

礎
を
つ
く
っ
た
朝
倉
文
夫
の
ア
ト
リ
エ
兼
住

居
を
公
開
し
た
「
朝
倉
彫
塑
館
」
も
来
訪
者

に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
西
洋
建
築
の
ア

ト
リ
エ
棟
と
、
竹
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
数
寄

屋
造
り
の
住
居
棟
な
ど
か
ら
な
り
、
約
１
０

０
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
学

の
際
に
は
中
庭
も
必
見
で
す
。

南
北
約
10
ｍ
、
東
西
約
14
ｍ
の
空
間
は
、

四
方
を
建
物
に
囲
ま
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

水
面
が
占
め
て
い
ま
す
。
決
し
て
広
い
と
は

な
東
京
を
発
見
で
き
る
散
歩
道
…
。
見
ど
こ

ろ
が
い
っ
ぱ
い
の
谷
中
は
、
の
ん
び
り
と
散

策
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
場
所
で
す
。

区
の
調
査
で
は
、
谷
中
を
訪
れ
る
人
の
う

ち
約
65
％
が
、
散
歩
・
散
策
を
目
的
に
訪
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

文
化
・
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所

寺
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
谷
中
に
は
、
古

く
か
ら
残
る
寺
院
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

都
内
有
数
の
古
寺
、
天
王
寺
は
か
つ
て
は

感
応
寺
と
呼
ば
れ
、
鎌
倉
時
代
に
創
建
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
現

代
の
宝
く
じ
の
ル
ー
ツ
「
富
突
（
と
み
つ

き
）」
を
興
行
し
、
江
戸
庶
民
に
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
谷
中
感
応
寺
の
富
突
は
、
目
黒

台東区台東区台東区台東区台東区
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浄名院にある地蔵は「八万四千体地
蔵」と呼ばれるとおり、石の地蔵が
境内いっぱいに並んでいて圧巻であ
る。現在までに何度か、実際に八万
四千体の願いがかなえられた

※ 平成24年１月～12月に区内で開催されたイベント来訪
者数（平成24年度台東区観光統計・マーケティング調
査報告書より）

朝倉彫塑館の中庭は、くみ上げられた地下水による池に日本各地から取り寄せた
銘石を配し、四季折々に花をつける植栽で朝倉文夫の自然観を表現している

一年に一度の「へちま供養」の
際には全国から参詣者が集まる

1 位 浅草寺　初詣（３ケ日） 2,570,000人
2位 うえの桜まつり 2,000,000人
3位 三社祭 1,840,000人
4位 酉の市 1,050,000人
5位 隅田川花火大会 954,000人
6位 三社祭700年祭舟渡御 585,000人
7位 浅草寺ほおづき市 550,000人
8位 うえの夏まつり 500,000人
9位 浅草サンバカーニバル 495,000人
10位 下町七夕まつり 418,000人

観光地が多い台東区
観光観光
自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢自慢!!!!

イベント来訪者数ランキング
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言
え
ま
せ
ん
が
、
巨
石
、
樹
木
、
水
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
、
朝
倉
文
夫
の
芸
術
観
が
よ

く
表
れ
た
密
度
の
濃
い
空
間
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
江
戸
時
代
の
大
名
が
使

っ
た
和
時
計
を
展
示
す
る
わ
が
国
唯
一
の
博

物
館
、「
大
名
時
計
博
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。

櫓
（
や
ぐ
ら
）
時
計
、
台
時
計
、
枕
時
計
、

印
籠
時
計
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
和
時
計
を
展
示

し
て
お
り
、
大
名
お
抱
え
の
時
計
師
た
ち
の

高
度
な
設
計
工
作
技
術
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
で

き
ま
す
。

ま
た
、
風
情
あ
る
明
治
時
代
の
酒
屋
の
建

物
を
移
築
し
た
下
町
風
俗
資
料
館
付
設
展
示

場
（
旧
吉
田
屋
酒
店
）
や
春
の
桜
、
秋
の
紅

葉
な
ど
１
年
を
通
じ
て
四
季
折
々
の
自
然
が

感
じ
ら
れ
る
谷
中
霊
園
な
ど
、
谷
中
に
は
散

策
し
て
楽
し
い
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

下
町
の
活
気
と
人
情
を

感
じ
さ
せ
る
場
所

谷
中
散
策
の
際
に
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
の
が
谷

中
銀
座
商
店
街
（
谷
中
ぎ
ん
ざ
）
で
す
。

Ｊ
Ｒ
日
暮
里
駅
の
北
口
か
ら
御
殿
坂
を
上

り
、「
夕
や
け
だ
ん
だ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
階

段
を
下
る
と
、
台
東
区
谷
中
３
丁
目
と
荒
川

区
西
日
暮
里
３
丁
目
に
ま
た
が
る
商
店
街
が

続
き
ま
す
。
食
料
品
や
日
用
雑
貨
な
ど
暮
ら

し
に
密
着
し
た
庶
民
感
覚
の
小
さ
な
店
が
軒

を
連
ね
、
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
う
商
店
街

に
は
約
70
軒
の
店
が
集
ま
り
、
下
町
の
活
気

と
人
情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
谷
中
ぎ
ん
ざ
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
買
い
物
客
だ
け

で
な
く
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
週
末
と
も
な
る
と
１
日
で
１
万

４
千
人
（
平
成
26
年
調
査
）
も
の
人
が
訪
れ

ま
す
。

昔
な
が
ら
の
下
町
の
面
影
を
残
す
谷
中
界

隈
は
、
文
学
の
舞
台
と
し
て
森
鷗
外
や
夏
目

漱
石
を
は
じ
め
と
す
る
文
人
の
作
品
に
登
場

す
る
こ
と
か
ら
、
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
り
散

策
す
る
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
散
策
に
お

す
す
め
の
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ま
ち
歩
き
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

台東区台東区台東区台東区台東区
広報担当おすすめスポット
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散策におすすめの風情あるまち並み散策におすすめの風情あるまち並み

レトロな雰囲気が漂う谷中銀座商店街。下町の活気
と人情にあふれている

大名時計博物館の趣ある
外観。大名お抱えの時計
師たちが製作した和時計
を見ることができる

明治時代の酒屋の建物を
移築した下町風俗資料館
付設展示場（旧吉田屋酒
店）。館内には、当時実
際に使われていた秤、樽、
枡などが展示され、区指
定の生活文化財となって
いる 谷中界隈には古民家を改装したり寺の門

構えをそのまま移築したギャラリーやア
トリエがたくさんあり、個性的な芸術に
出会える。写真は銭湯を改装したギャラ
リー「SCAI THE BATHHОUSE（スカリー「SCAI THE BATHHОUSE（スカ
イ ザ バスハウス）」イ ザ バスハウス）」

谷中防災コミュ
ニティセンター

（外観）

谷中には寺や昔ながらのまち並み・建造物が多く残されている。
平成19年には谷中のまち並みが「美しい日本の歴史的風土100選」に選ばれた。

谷中防災コミュニティセンターがオープン
和54年から地域の人々に親しまれてきた谷中コミュニティセンターが、新たに防災
機能を備えた谷中防災コミュニティセンターとして平成27年４月１日オープンした。

　谷中防災コミュニティセンターに入る西部区民事務所谷中分室は、大地震などの際には、
災害対策本部谷中地区本部となる。
　また、上野消防団第７分団本部が入り、可搬ポンプ積載車等を格納
し、災害時の活動拠点となる。
　その他、１・２階にはトレーニング室や定員130名の多目的ホール
を備えた区民館、こどもクラブと児童館、３階には中央図書館谷中分
室が整備されている。この中央図書館谷中分室には、一般・児童図書
の他に、谷中に関する資料を集めた「谷中さんぽ基地（谷中アーカイ
ブ）」を設置しており、谷中の散策、歴史に役立つ情報が置いてある。

昭

「谷中アーカイブ」がある

多目的ホール
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